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１０月１４日、ＪＡでは、冷凍食品メーカ

ーの株式会社ファンデリーさんとの事業連携

によるコラボ商品を開発。販売を開始しまし

た。 

今回、管内の夏秋を代表する「京おくら」と

「京都茄子」を食材に使用した冷凍食品が完

成致しました。「京おくら」と「京都茄子」生

産者の皆様に冷凍食材用に提供いただきまし

た。完成した冷凍食品（商品名：とろっと瑞々

しい京都茄子とねっとり京おくらの辛口キー

マ）は、インターネットの公式サイト「旬を

すぐに」https://shunsugu.jp/で販売しています。 

株式会社ファンデリーさんは、栄養士による日本初の

宅配サービスや健康食品を通信販売するなど各種事業を

展開されています。 

今回、株式会社ファンデリーさんが、２０２０年に始

められた国産食材を１００％使用し、旬の美味しさを提

供する食事サービス「旬をすぐに」で当ＪＡと事業連携

を行いました。 

―ＴＡＣ information―  

１０月１１日、経済部営農販売課では、花背支店管内の久

多地域で２０２２年産酒造用原料米の刈取適期診断を行いま

した。 

２０２２年、地元生産者の協力により遊休農地の解消など

を目的に２０２２年新たに酒造用原料米「京の輝き」の栽培

を始めました。 

地域特性でもある冷涼な気候の地域でもあり、８月の登熟

期も順調に生育したと推移され、外観品質も良好で収量とと

もに期待されています。 



 

 


